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Abstract 概 要

北海道ではキツネメバルの資源の増大を目的として放流技術開発が行われています。本種は胎生魚で
あり、交尾をしたのち、雌の体内で仔魚まで育ってから海中に産仔するという特殊な繁殖生態を持って
います。放流用種苗を生産しようとする場合に大量に仔魚が必要になりますが、飼育下では雄があまり
成熟せず、交尾を行わないことから、仔魚の確保が不安定な状況にあります。そこで本研究では、まず
キツネメバルの雄に成熟を促進するホルモン剤を投与することで、精子を得る方法を検討しました。そ
の結果、体重700g以上の雄に11-12月ごろに成熟促進ホルモンを投与することで、精子形成を促進で
きることが明らかになりました。次に、得られた精子を用いて雌に人工授精を行い、仔魚が得られるか
を調べました。その結果、本研究により実施した人工授精により、80％以上の雌から仔魚を得られま
した。最後に、外観から雌雄の見分けが困難な本種の性別を判定するため、成熟雌に特異的な血中因子
を利用した成熟雌判別技術を検討し、現場で活用できる簡易な成熟雌判別技術を開発しました。

Results 成 果

１ キツネメバル雄魚の成熟促進による精子確保技術の開発

十分な大きさ（体重700ｇ
以上）のキツネメバル雄魚
の腹腔内に成熟を促進する
ホルモン（生殖腺刺激ホル
モン放出ホルモンアナロ
グ）を装填した浸透圧ポン
プを挿入すると、およそ1か
月後には、成熟が促進され、
大量の精子が得られること
が明らかになりました。

キツネメバル雄魚の成熟促進の様子

腹部を切開し、ホルモン剤を充填した
浸透圧ポンプを挿入

体内の様子 G：生殖腺（精巣）
P：浸透圧ポンプ

G

P

未熟な精巣の例（参考）

成熟促進により精子形成が促された精巣 ホルモン投与/非投与個体におけるGSIと精子数の関係
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Major recent achievements 研究成果の発表等

■本課題の成果により得られたキツネメバル仔
魚は、栽培水産試験場が行う放流技術開発や、
島牧漁協が行う種苗放流に実際に活用されてい
ます。
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２ 成熟誘導個体から得た精子を用いた人工授精の有効性検証

Results 成 果

3 生化学マーカーによる雌雄判別技術開発

成熟促進により得られた精子を用いて人工授精
を行うことで、2018年及び2019年では全体の
80％以上の雌が産仔し、大量の仔魚を得られま
した。（2017年は、手術による雌雄判別により
雌親魚の多くが死亡したため産仔数が少ない結果
でした。）

人工授精 妊娠魚 仔魚

イムノスティックを用いた簡易な
成熟雌判定

対象区
（血清なし）

雄血清 雌血清

キツネメバルは外観
から雌雄を判別するこ
とが困難なため、成熟
雌の血中にだけ存在す
る卵黄タンパク質を特
異的に検出する技術を
開発しました。開発し
た技術を簡易化し、中
学生でもできるレベル
の簡易な成熟雌判別方
法（イムノスティック
による定性分析）を開
発しました。

2017 2018 2019

人工授精尾数（尾） 15 15 15

産仔親魚数（尾） 1 13 13

平均産仔数（尾） 96,900 182,462 252,791

総産仔数（尾） 96,900 2,372,004 3,286,285

卵黄タンパク
標準物質の発色

天然キツネメ
バル
血清サンプル
矢印：黄色い
発色をしたも
のが成熟雌と
判定される

ELISA法による血中雌特異
タンパク質の検出


